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新年おめでとうございます。
　今年は、60年振りにめぐってきた丙午に当たります。
　干支自体は、中国から伝わった概念ですが、丙午の迷信は、江戸時代
の日本で生まれたものであり、十干十二支を使用する他の東アジア諸国
には存在しないとか。八百屋お七が、丙午だったので、この年生まれの
女性は、気性が激しいという風説がありますが、迷信に過ぎないようで
す。又丙午は、前向きなエネルギーに満ちて活動的になる年といわれて
います。何か新しい事に挑戦してみては如何でしょうか。
　皆様にとって幸多い年となりますようお祈りしています。

● 年頭のご挨拶
● 令和７年度納税表彰式
● チャリティー寄席
● 　　　 　　　クリスチャン・ポラックさん講演開催
● 　　　 　　　街頭広報開催／税の絵はがきコンクールパネル展示
● 新入会員紹介／新入会員交流会

● 全国青年の集い 山梨大会開催／青年部会主催 第３回イブニングセミナー開催

● 令和8年度税制改正に関する提言

● 第４１回法人会全国大会 高知大会開催／平議員へ税制改正要望提出

● 行事予定
● マイブーム／読者のひろば（短歌）
● デスクサイド  ／訃報
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会員の方は、左のロゴを切り取って、法人確定申告書の別表1の「欄外左下余白」に貼付してください。
e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16の加入組合等の状況」欄に（公社）蒲田法人会と入力してください。

令和8年1・2・3月【第523号】

キリトリ線

表紙について

／大田区内三法人会合同による大田区との懇談会開催

／大田区三法人会青年部会合同 O-TAX202５開催！

税を考える週間

税を考える週間

Q

蒲田法人会長

大塚  恭弘

新年あけましておめでとうございます。
令和八年の年頭に当たり、公益社団法人蒲田法人会の

皆様方に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
旧年中、大塚会長をはじめ役員並びに会員の皆様にお

かれましては、税務行政に対し深いご理解と格別のご協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
貴会におかれましては、小学校における租税教室のほ

か、「サマー税ミナール」、「O-TAX2025」など次世代を
担う子どもたちを対象とした租税教育活動に積極的に取
り組んでいただくとともに、「税を考える週間」における
「チャリティー寄席」の開催、「税に関する絵はがきコン
クール」の募集・審査、さらにはJR蒲田駅周辺での日曜
日の街頭広報活動にも熱心に取り組んでいただきまし
た。このような納税意識高揚と税知識普及に関する活動

への皆様のご尽力に対しまして、改めまして深く感謝申し
上げます。円滑な税務行政を推進していくためには、蒲
田法人会の皆様との連携・協調を一層深めていくことが
不可欠であると考えておりますので、税務行政の良き理
解者として引き続きご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。
さて、国税当局では、より効率的で利便性の高い税務

行政の実現のため「あらゆる税務手続きが税務署に行か
ずにできる社会」を目指して、「税務行政のデジタルトラン
スフォーメーション」の更なる推進に取り組んでいます。具
体的には、添付書類を含めた All e-Tax、キャッシュレス
納付、特に納付機会の多い源泉所得税のキャッシュレス
納付の利用方法の拡大、納税証明書のオンライン請求な
ど、オンラインを活用した様々な手続きの利用を推進して
おります。
間もなく令和7年分の所得税等の確定申告期を迎えま

す。皆様には、マイナンバーカード、マイナポータル連携を
利用したスマートフォンによるご自宅等からのe-Taxでの
確定申告について、是非従業員・ご家族の方々にも広くご
周知をお願いいたします。
結びに、本年も皆様にとってご多幸でありますよう心か

ら祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

蒲田税務署長　

瀬沼  雄二

新年あけましておめでとうございます。
令和八年の年頭にあたり蒲田法人会の会員の皆様に新

年のご挨拶を申し上げます。10年間会長を務められた伴
会長からバトンを預かり、本年度より新たに会長に就任
し、人生の丁度半分36年間を法人会の活動に参加してい
ることになります。その中で、もっと楽しい法人会、ために
なる法人会を作り上げていくのが自分の使命だと考えて
おります。
その使命を達成するためには何がこれから必要かと考

えますと、まず法人会の認知度の向上でございます。どん
な活動をしているのか一般の方にも知っていただくことが
先決です。そして、公益法人としての社会の義務をいかに
果たしていくのかで、ためになる法人会が出来ていくと考
えております。
昨年７月に新しく赴任されました瀬沼署長様をはじめ、

蒲田税務署の皆様には日頃の法人会活動に深いご理解と
ご協力に心より感謝申し上げます。また当法人会の役員・

会員の皆様には公私多忙にもかかわらず各種行事に積極
的にご参加下さり、この場を借りてお礼を申し上げます。
令和７年の国内外を思い返しますと、まずは、石破総理

退陣後日本初の女性総理、高市政権が誕生し、日米同盟
がより強固になったことでございます。我々の生活に直結
するコメ価格の高騰、トランプ大統領による相互関税の問
題、関西万博の開催などもございました。また、訪日外国
人数が史上最高の３千万人を記録し、我が国のインバウン
ドも年々増加してございますが、これは欧州で問題となっ
ている不法移民流入という問題とも関連し、さらに昨今の
中国との関係悪化も懸念されるなど、これからは、他国と
の関係性を恒に念頭におき、よりグローバルな視点での認
識、思考が求められております。
法人会は、こうした事象に対しても、しっかり考慮した上

で会の運営をしてまいりたいと存じます。
令和７年度も順調に行事を開催してまいりまして、残す

ところ三ヶ月となりました。これも法人会役員、会員の皆様
のご協力のお陰であります。改めて感謝申し上げます。
これからの予定としましては新年賀詞交歓会、３月の親

睦ボウリング大会などが控えております。
最後に、蒲田法人会の一層の活性化、そしてより楽しい

法人会、ためになる法人会を目指してまいりますので、役
員、支部長の皆様をはじめ会員各位におかれましては、何
とぞ蒲田法人会へのご支援ご協力を心よりお願い申し上
げまして、年頭の挨拶とさせて頂きます。

蒲田法人会長

大塚  恭弘

年頭の挨拶
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左から大塚会長、澁澤公益事業委員長、瀬沼税務署長、吉沢大田区課長

笑福亭鶴光師匠　

チャリティー寄席、ご来場有り難うございます！チャリティー寄席、ご来場有り難うございます！
令和７年度蒲田法人会社会貢献事業

10月29日（水）大田区民ホール アプリコ大ホールにて法人会恒例のチャリティー寄席が開催さ
れました。
今回は事前申し込みによる参加券の発行もあり、開始時間が一時間繰り上がりましたが、混雑す
ることもなく大勢の方が入場されました。
第１部の開会式では、澁澤公益事業委員長、瀬沼税務署長、吉沢大田区課長からご挨拶を頂き、
続く第2部の寄席ではトップバッターに今人気№１の漫才師ナイツさんが出演し、会場は沢山の笑
いに包まれました。また、三笑亭夢太朗師匠（当法人会理事）の古典落語やコント青年団さんのコ
ントでも会場が大いに盛り上がり楽しませて頂きました。
トリは笑福亭鶴光師匠の落語で小咄を聞かせていただき、演目の終了後にはQUOカードが当た
るお楽しみ抽選会で30名の方が当選され、無事にチャリティー寄席が終了いたしました。
当日は597名の方々にご参加頂き、345,475円の募金を頂きました。
次回も大勢の方のご来場お待ちしております。

〈女性部会　幹事　落合和子　記〉

ナイツ　

お楽しみ抽選会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席

三笑亭夢太朗師匠 コント青年団　

蒲田税務署･蒲田税務六団体共催による令
和７年度の納税表彰式が11月12日、プラザ・
アペアにおいて開催されました。
当日は、法人会の事業活動を通じ、納税道
義の高揚と税務行政の円滑な執行に寄与され
た功労者に蒲田税務署瀬沼署長から表彰・
感謝状、会長から感謝状が贈呈されました。
当会の受彰者は右記のとおりです。

令和７年度 納税表彰式
納税道義の高揚と税務行政の円滑な執行に寄与

蒲田税務署長表彰 受彰者

蒲田税務署長感謝状 受彰者

伊藤 明美（常任理事）・清水 精二（常任理事）

川合 裕幸（理事）・古賀 拡（理事）
伊藤 利子（女性部会幹事）

蒲田税務署長感謝状（団体）
大塚 恭弘（会長）・髙田 龍雄（副会長）

関根 健児（理事）・梶 太成（理事）
須山 将光（理事）・藁谷 陽子（女性部会幹事）

蒲田法人会会長感謝状 受彰者

　　

蒲田税務署長感謝状（団体）蒲田税務署長感謝状（団体）

蒲田税務署長表彰 受彰者蒲田税務署長表彰 受彰者 蒲田税務署長感謝状 受彰者蒲田税務署長感謝状 受彰者

蒲田法人会会長感謝状 受彰者蒲田法人会会長感謝状 受彰者

大塚 恭弘　会長･････ 2 列目・左から２人目
髙田 龍雄　副会長････1 列目・左から１人目

伊藤 明美　常任理事････１列目・右から１人目
清水 精二　常任理事････ 当日欠席

川合 裕幸　理事････････････１列目・左から２人目
古賀 拡　   理事････････････１列目・右から１人目
伊藤 利子　女性部会幹事････当日欠席

関根 健児　理事････１列目・右から２人目
梶 太成　   理事････１列目・左から３人目
須山 将光　理事････１列目・右から１人目
藁谷 陽子　女性部会幹事････１列目・左から２人目
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左から大塚会長、澁澤公益事業委員長、瀬沼税務署長、吉沢大田区課長

笑福亭鶴光師匠　

チャリティー寄席、ご来場有り難うございます！チャリティー寄席、ご来場有り難うございます！
令和７年度蒲田法人会社会貢献事業

10月29日（水）大田区民ホール アプリコ大ホールにて法人会恒例のチャリティー寄席が開催さ
れました。
今回は事前申し込みによる参加券の発行もあり、開始時間が一時間繰り上がりましたが、混雑す
ることもなく大勢の方が入場されました。
第１部の開会式では、澁澤公益事業委員長、瀬沼税務署長、吉沢大田区課長からご挨拶を頂き、
続く第2部の寄席ではトップバッターに今人気№１の漫才師ナイツさんが出演し、会場は沢山の笑
いに包まれました。また、三笑亭夢太朗師匠（当法人会理事）の古典落語やコント青年団さんのコ
ントでも会場が大いに盛り上がり楽しませて頂きました。
トリは笑福亭鶴光師匠の落語で小咄を聞かせていただき、演目の終了後にはQUOカードが当た
るお楽しみ抽選会で30名の方が当選され、無事にチャリティー寄席が終了いたしました。
当日は597名の方々にご参加頂き、345,475円の募金を頂きました。
次回も大勢の方のご来場お待ちしております。

〈女性部会　幹事　落合和子　記〉

ナイツ　

お楽しみ抽選会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席

三笑亭夢太朗師匠 コント青年団　

蒲田税務署･蒲田税務六団体共催による令
和７年度の納税表彰式が11月12日、プラザ・
アペアにおいて開催されました。
当日は、法人会の事業活動を通じ、納税道
義の高揚と税務行政の円滑な執行に寄与され
た功労者に蒲田税務署瀬沼署長から表彰・
感謝状、会長から感謝状が贈呈されました。
当会の受彰者は右記のとおりです。

令和７年度 納税表彰式
納税道義の高揚と税務行政の円滑な執行に寄与

蒲田税務署長表彰 受彰者

蒲田税務署長感謝状 受彰者

伊藤 明美（常任理事）・清水 精二（常任理事）

川合 裕幸（理事）・古賀 拡（理事）
伊藤 利子（女性部会幹事）

蒲田税務署長感謝状（団体）
大塚 恭弘（会長）・髙田 龍雄（副会長）

関根 健児（理事）・梶 太成（理事）
須山 将光（理事）・藁谷 陽子（女性部会幹事）

蒲田法人会会長感謝状 受彰者

　　

蒲田税務署長感謝状（団体）

蒲田税務署長表彰 受彰者蒲田税務署長表彰 受彰者 蒲田税務署長感謝状 受彰者蒲田税務署長感謝状 受彰者

蒲田法人会会長感謝状 受彰者蒲田法人会会長感謝状 受彰者

大塚 恭弘　会長･････ 2 列目・左から２人目
髙田 龍雄　副会長････1 列目・左から１人目

伊藤 明美　常任理事････１列目・右から１人目
清水 精二　常任理事････ 当日欠席

川合 裕幸　理事････････････１列目・左から２人目
古賀 拡　   理事････････････１列目・右から１人目
伊藤 利子　女性部会幹事････当日欠席

関根 健児　理事････１列目・右から２人目
梶 太成　   理事････１列目・左から３人目
須山 将光　理事････１列目・右から１人目
藁谷 陽子　女性部会幹事････１列目・左から２人目
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例年、11月に開催されている｢税を考える週間｣協賛行事の一つである｢街頭広報｣が、
11月９日（日）にJR蒲田駅周辺にて開催され、税務行政の啓発活動として、蒲田税務六
団体による税金クイズ、景品の配布等が行われました。

左より大塚会長・間税会 荻野会長・納税貯蓄組合 鈴木会長・
瀬沼署長・青色申告会 江川会長

配布物 一億円のレプリカ

 大森法人会と合同で入選作品を展示いたしました。（入選作品：裏表紙参照）
・展示場所：グランデュオ蒲田　東館3F　東西連絡通路
・展示期間：11月11日（火）～17日（月）（税を考える週間）

税 を 考 え る 週 間

街頭広報　開催

税の絵はがきコンクール　パネル展示

今回で48回目を迎えた税務連絡員会同が11
月18日（火）大田区民ホール・アプリコにて開催
され、第２部の特別講演では、日仏外交歴史学
者のクリスチャン・ポラック氏を講師にお招きい
たしました。
今回は、第１部税務連絡員会同の司会を小田
川副会長、第２部特別講演の司会を村岡副会長
が務められました。
第１部は、大塚会長、続いて蒲田税務署瀬沼
署長よりご挨拶を頂き、総務組織委員長の平塚
副会長からは会員増強運動についての中間報告
が行われました。続いて、蒲田税務署・仲本法
人課税第一部門国税調査官から連絡事項として
「キャッシュレス納付」についての解説を頂き第
一部は終了致しました。
第２部は、日仏外交歴史学者クリスチャン・ポ
ラック氏の講演「日本の家庭回復」を開催いたし
ました。
フランス人としてのポラック氏が感じている日
本の現状について、一億総中流意識の崩壊、若
い世代の資産形成の困難化、長期にわたる給与
水準の停滞など日本の「貧困化」を指摘され、さ
らに日本家庭の貧困化についてお話しされました。「どんな国でも家庭は社会の心臓です。」その
心臓が少子高齢化、日本全体の貧困化、子供世代への相続困難化によって弱体化していると語ら
れ、その原因の一つとして相続税制度に言及されました。
「相続、教育、女性、この３つの課題を変えなければ日本の未来はありません。しかし、変える勇
気さえあれば日本は再び豊かさを取り戻せるのです。このままでいいのですか？思考停止からの脱
却を！」とのメッセージは、当日の参加者の心を揺さぶるものでした。
当日は、豪華な著書を抽選で10名の方にプレゼントして頂きました。

クリスチャン・ポラック氏講演開催
第48回税務連絡員会同開催　（公社）蒲田法人会 税を考える週間特別講演

「日本の家庭回復」
第 1部　税連会同
　　　　・会員増強中間報告
　　　　・税務署より連絡事項
第２部　税を考える週間特別講演会
　　　　クリスチャン・ポラック氏
　　　　テーマ『日本の家庭回復』
　　　　　　　　

大塚会長との質疑応答

講演風景

税 を 考 え る 週 間
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例年、11月に開催されている｢税を考える週間｣協賛行事の一つである｢街頭広報｣が、
11月９日（日）にJR蒲田駅周辺にて開催され、税務行政の啓発活動として、蒲田税務六
団体による税金クイズ、景品の配布等が行われました。

左より大塚会長・間税会 荻野会長・納税貯蓄組合 鈴木会長・
瀬沼署長・青色申告会 江川会長

配布物 一億円のレプリカ

 大森法人会と合同で入選作品を展示いたしました。（入選作品：裏表紙参照）
・展示場所：グランデュオ蒲田　東館3F　東西連絡通路
・展示期間：11月11日（火）～17日（月）（税を考える週間）

税 を 考 え る 週 間

街頭広報　開催

税の絵はがきコンクール　パネル展示

今回で48回目を迎えた税務連絡員会同が11
月18日（火）大田区民ホール・アプリコにて開催
され、第２部の特別講演では、日仏外交歴史学
者のクリスチャン・ポラック氏を講師にお招きい
たしました。
今回は、第１部税務連絡員会同の司会を小田
川副会長、第２部特別講演の司会を村岡副会長
が務められました。
第１部は、大塚会長、続いて蒲田税務署瀬沼
署長よりご挨拶を頂き、総務組織委員長の平塚
副会長からは会員増強運動についての中間報告
が行われました。続いて、蒲田税務署・仲本法
人課税第一部門国税調査官から連絡事項として
「キャッシュレス納付」についての解説を頂き第
一部は終了致しました。
第２部は、日仏外交歴史学者クリスチャン・ポ
ラック氏の講演「日本の家庭回復」を開催いたし
ました。
フランス人としてのポラック氏が感じている日
本の現状について、一億総中流意識の崩壊、若
い世代の資産形成の困難化、長期にわたる給与
水準の停滞など日本の「貧困化」を指摘され、さ
らに日本家庭の貧困化についてお話しされました。「どんな国でも家庭は社会の心臓です。」その
心臓が少子高齢化、日本全体の貧困化、子供世代への相続困難化によって弱体化していると語ら
れ、その原因の一つとして相続税制度に言及されました。
「相続、教育、女性、この３つの課題を変えなければ日本の未来はありません。しかし、変える勇
気さえあれば日本は再び豊かさを取り戻せるのです。このままでいいのですか？思考停止からの脱
却を！」とのメッセージは、当日の参加者の心を揺さぶるものでした。
当日は、豪華な著書を抽選で10名の方にプレゼントして頂きました。

クリスチャン・ポラック氏講演開催
第48回税務連絡員会同開催　（公社）蒲田法人会 税を考える週間特別講演

「日本の家庭回復」
第 1部　税連会同
　　　　・会員増強中間報告
　　　　・税務署より連絡事項
第２部　税を考える週間特別講演会
　　　　クリスチャン・ポラック氏
　　　　テーマ『日本の家庭回復』
　　　　　　　　

大塚会長との質疑応答

講演風景

税 を 考 え る 週 間
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ブロック税務研修会
新入会員交流会

新入会員の方々

（一社）ASAMI
吉村峻太 氏

㈲ミナト技研
水口　澄 氏

㈱スレファ
樋口隆志 氏

LOCAL HEROES
小島直人 氏

三和真空㈱
鹿村　優 氏

第一綜合㈱
出口裕樹 氏

ＮＰＯ法人
ド素人スポーツ
渡辺亜美 氏

ココクリエイティブ

島田礼子 氏

栁井友一公認会計士
税理士事務所
栁井友一 氏

瀬沼署長大塚会長

仲本国税調査官

杉山委員

新入会員の皆さまです
支 部名 法 人 名 業　　種

㈱あやめ通信サービス

リージョンパートナー税理士法人

㈱ベータ

TAKE TRANSPORT㈱

全国ビジネス企業年金基金

電気通信工事業、情報処理サービス業

税理士業

製造業

運送業

企業年金基金

中央南

中央南

東六郷

萩　中

管　外

新入会員交流会開催

令和7年９月29日（月）大田区産業プラザPIO・４Fコンベンションホールにて、令和７年度の新入
会員交流会が開催され、32名の方にご参加頂きました。
この交流会は、総務組織委員会において、ご入会３年以内の会員様の交流と自社ＰＲの場を提供
するために企画されたもので、令和元年に第１回目を開催して以降、コロナにより開催が途絶えてお
りましたが、今回で４回目となります。
当日は、総務組織委員会の杉山委員による司会の開会アナウンスから始まり、今年度より新たに総
務組織委員長に就任した平塚委員長（組織担当）の挨拶、蒲田税務署のご来賓紹介の後、今年7月に
新たに着任された瀬沼蒲田税務署長よりご挨拶を頂きました。
引き続き第1部に入り、蒲田税務署からの連絡事項として、仲本国税調査官より法人会と税務署と
の関係についてプロジェクターを使って説明いただきました。
続いて、第2部の新入会員の自社PRの時間となり、当日参加された9社の新入会員の方々に壇上
にて、事業内容や入会された経緯などをお話いただきました。（希望者は配布物も）
休憩を挟んでの交流会（名刺交換）では、蒲田税務署の河場副署長による乾杯のご挨拶の後、軽
食をとりながらの歓談に続いて、役員（紹介者）からのお話として、本年度より会長に就任された大
塚会長、須山青年部会長より「法人会に入ったからこそ経験できた貴重な経験や仲間たち」について
のお話、最後に締めの挨拶として、女性部会の保科女性部会相談役からも女性部会のＰＲをしていた
だき、閉会となりました。
法人会にご入会頂いた会員企業様にとって、最大のメ
リットは、なんといっても異業種交流と販路の拡大であり
ます。本交流会はこのメリットを感じて頂くために、特に
新入会員の方にご紹介者の方とともにご参加いただき、
自社PRによって、ご事業の認知度を高めていただくこと
を目的としております。
SNS等メディアを使って自社の認知度を高めることが
必要不可欠となっている昨今、今後とも外部発信のひとつ

としてこの交流会を是非ご活用下さい。法人
会は、これからも経営者の仲間づくりをバッ
クアップすべく、交流会を継続して開催いた
します。
次回は令和８年3月２日（月）大田区民ホー
ル・アプリコ展示室での開催です。ご入会3
年以内の会員の方（会費無料です）、そのご紹
介者の方は是非ご参加下さい。

会場風景

深尾理事による中締め

須山青年部会長

平塚総務組織委員長

女性部会 保科相談役

令和７年10～12月（支部順） 全国青年の集い　山梨大会開催

2025年第3回イブニングセミナー「観て！学んで！挑戦！
南京玉すだれ体験セミナー」が開催されました。
講師は劇団員の押田佐代子さんです。押田さんは前職で
映画出演や舞台を経験しており、そこで共演者が演じた「南
京玉すだれ」に魅力を感じ、自己流で学び習得したそうです。
自己紹介を終えると「さてさてさてさて」の掛け声ととも
に1つ目「魚釣り竿」から芸がスタート。お地蔵さん、大師橋、
阿弥陀如来、東京タワーなど10種類の芸を次 と々披露。最
後はイブニングセミナーオリジナル「法人会マーク」で大声

観て！学んで！挑戦！　南京玉すだれ体験セミナー 劇団員　押田佐代子さん

青年部会主催　第３回　イブニングセミナー開催

大田区三法人会青年部会合同 O-TAX202５開催！O-TAX202５開催！
～今年もパン屋さんの経営者にチャレンジ！～

援とともに締めくくりました。アンコールにも応えて頂き、
セミナー終盤には参加者が自ら南京玉すだれを体験出来
る時間を設け、大盛り上がりの室内となりました。
私は人生で初めて南京玉すだれを観ましたが、もっと多
くの方に間近で観て頂きたい、それくらい楽しい伝統芸で
した。江戸時代から伝わる日本の伝統芸能を、次の世代に
も繋いでもらいたい気持ちが強く芽生え、これからも応援
していきたいと思いました。

〈青年部 幹事　田中 恵一郎〉

大田区３法人会青年部会（蒲田・大森・雪谷）合同開催の
租税教育イベント｢O-TAX2025｣が10月２6日（日） に、大
森北にある複合施設「スマイル大森」にて開催されました。
本イベントは大田区３法人会青年部会が担当する地域へ
の社会貢献事業の一環で、子供向け租税教育イベントとし
て企画している大田区との共催事業で、今回は大森法人会
青年部会が幹事会となって開催されました。
今回で３回目を迎える『パン屋さんの経営者になろう！』
をテーマにしたカードゲームで、子供達がパンの原材料費、
売上、利益の仕組みを知ることで、経営と税金について理解

してもらうというものです。
当日は107名の参加者がチーム形式でもうかるパン屋さ
んを目指してカードゲームに熱中。帰りには高級食パンが
プレゼントされました。
当三法人会の青年
部会では今後も毎年、
本イベントを行ってま
いりますので、ご支援
のほどよろしくお願い
いたします。

第39回 法人会 全国青年の集い 山梨大会が「人は石垣 
人は城 光り輝く未来のために」をスローガンに、11月20日
（木）･21日（金）にアイメッセ山梨をメイン会場として開催さ
れ、当青年部から総勢10名で参加してまいりました。
初日は「租税教育活動プレゼンテーション」と「健康経営
大賞」が行われました。租税教育では各単位会の工夫を凝
らした事例が紹介され、非常に参考になりました。中でも最
優秀賞の佐賀県連･鳥栖法人会は、不登校児童を対象に学
校外で租税教育を行う取り組みで、すべての子どもに教育
の機会を届けようとする姿勢に感銘を受けました。
また、健康経営大賞最優秀賞の神奈川県連･緑法人会

「みどりウェルネクション」と題し健康経営基礎講座や実践
的なプログラムを展開しており、当会でも参考にしたい内容
でした。

夜は部会長ウェルカムパーティーに参加後、第３ブロック
ナイトに合流、多くの方と情報交換をしてとても賑やかな時
間となりました。
2日目は部会長サミットに参加し、健康経営や会員増強
について活発に議論。その後ヴァンフォーレ甲府を率いた
佐久間悟氏の講演を聴き、地域と組織をつなぐリーダー像
を学びました。
初参加のメンバーも、全国の青年部の活気と熱量をしっ
かり感じてくれたと思います。山梨大会で得た学びを糧に、
蒲田の活動に活かしていきたいと思います。参加にあたり
ご支援いただいた皆様に心より感謝申し上げます。

〈青年部会長　須山将光　記〉
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ブロック税務研修会
新入会員交流会

新入会員の方々
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出口裕樹 氏
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渡辺亜美 氏

ココクリエイティブ

島田礼子 氏

栁井友一公認会計士
税理士事務所
栁井友一 氏

瀬沼署長大塚会長

仲本国税調査官

杉山委員
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税理士業

製造業

運送業

企業年金基金

中央南

中央南

東六郷

萩　中

管　外

新入会員交流会開催
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するために企画されたもので、令和元年に第１回目を開催して以降、コロナにより開催が途絶えてお
りましたが、今回で４回目となります。
当日は、総務組織委員会の杉山委員による司会の開会アナウンスから始まり、今年度より新たに総
務組織委員長に就任した平塚委員長（組織担当）の挨拶、蒲田税務署のご来賓紹介の後、今年7月に
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深尾理事による中締め
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平塚総務組織委員長

女性部会 保科相談役
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京玉すだれ」に魅力を感じ、自己流で学び習得したそうです。
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また、健康経営大賞最優秀賞の神奈川県連･緑法人会

「みどりウェルネクション」と題し健康経営基礎講座や実践
的なプログラムを展開しており、当会でも参考にしたい内容
でした。

夜は部会長ウェルカムパーティーに参加後、第３ブロック
ナイトに合流、多くの方と情報交換をしてとても賑やかな時
間となりました。
2日目は部会長サミットに参加し、健康経営や会員増強
について活発に議論。その後ヴァンフォーレ甲府を率いた
佐久間悟氏の講演を聴き、地域と組織をつなぐリーダー像
を学びました。
初参加のメンバーも、全国の青年部の活気と熱量をしっ
かり感じてくれたと思います。山梨大会で得た学びを糧に、
蒲田の活動に活かしていきたいと思います。参加にあたり
ご支援いただいた皆様に心より感謝申し上げます。

〈青年部会長　須山将光　記〉
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第41回法人会全国大会　高知大会　開催

10月16日（木）高知県立県民文化ホールにて、
第４１回法人会全国大会・高知大会が開催され
ました。当日は、約1,600名が参加し、国税庁長
官･江島一彦氏、高知県副知事・西森裕哉氏等
多数の来賓を招いての開催となりました。当会
からは大塚会長、岩崎副会長、小田川副会長、の３名が参加いたしました。
式典では、令和８年度の税制改正提言の他、大会宣言では、「金利のある
世界」への回帰を受けて、国債の利払い費の増加が財政を圧迫しかねない
ことから、財政健全化は国家的課題であり、本格的な歳出・歳入の一体的
改革を進めることの重要性を訴えるとともに、日本経済の礎である中小企
業の活性化を促進するため、「中小企業の活性化に資する税制措置」、「事業
承継税制の拡充」等の実現を強く求めました。
記念講演では、「変化の時代の経営、危機をチャンスに｣と題して、元ロー
ソン・ジャパン社長、株式会社都築経営研究所代表取締役　都築　冨士男
氏が講演されました。
来年度は１０月８日（木）茨城大会（会場：水戸市民会館）です。

● 社会保障に充てる消費税の減税は慎重な検討が必要
　　　　将来世代にツケを回さない仕組み作りを！

● 「金利のある世界」への回帰を踏まえ、
　　　　金融市場の動揺を招かない財政運営を！

● 企業への過度な社会保険料負担を抑制し、
　　　　中小企業の活性化に資する税制措置を！

● 本格的な事業承継税制を確立し、
　　　　地域経済と雇用の担い手の中小企業を守れ！

令和８年度税制改正スローガン

左から
小田川副会長、大塚会長、岩崎副会長

式典の様子

平議員へ令和８年度税制改正に
関する提言を提出いたしました。
平議員へ令和８年度税制改正に
関する提言を提出いたしました。
　法人会では、｢税のオピニオンリーダー｣として、毎年税制改正に
関し、政府・政党・関係省庁等に対して建設的な意見を提言しその実
現を訴えており、｢令和８年度税制改正に関する提言｣を取りまとめ、
地元選出の国会議員である平 将明氏へ提出いたしました。

大田区内三法人会合同による大田区との懇談会開催
２月10日（水）大田区内三法人会（蒲田・大森・雪谷）合同による
大田区・鈴木区長はじめ大田区幹部職員との懇談会が開催されました。

● 令和８年度税制改正要望に関する提言の鈴木区長への提出
● 税に関する社会貢献活動の報告（青年部会を中心とした小学生へ
の租税教育・女性部会による税に関する絵はがきコンクール）

● 総務部千葉危機管理室長より大田区の危機管理対策について
● 青木産業経済部長より｢大田区の産業政策について」
● その他意見交換

鈴木区長へ
「令和８年度税制改正要望に関する提言」

を提出する三法人会会長

左より蒲田・大塚会長　鈴木大田区長　
　　　雪谷・醍醐会長　
　　　大森・菅原副会長

平代議士・岩崎副会長
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10月16日（木）高知県立県民文化ホールにて、
第４１回法人会全国大会・高知大会が開催され
ました。当日は、約1,600名が参加し、国税庁長
官･江島一彦氏、高知県副知事・西森裕哉氏等
多数の来賓を招いての開催となりました。当会
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ことから、財政健全化は国家的課題であり、本格的な歳出・歳入の一体的
改革を進めることの重要性を訴えるとともに、日本経済の礎である中小企
業の活性化を促進するため、「中小企業の活性化に資する税制措置」、「事業
承継税制の拡充」等の実現を強く求めました。
記念講演では、「変化の時代の経営、危機をチャンスに｣と題して、元ロー
ソン・ジャパン社長、株式会社都築経営研究所代表取締役　都築　冨士男
氏が講演されました。
来年度は１０月８日（木）茨城大会（会場：水戸市民会館）です。

● 社会保障に充てる消費税の減税は慎重な検討が必要
　　　　将来世代にツケを回さない仕組み作りを！

● 「金利のある世界」への回帰を踏まえ、
　　　　金融市場の動揺を招かない財政運営を！

● 企業への過度な社会保険料負担を抑制し、
　　　　中小企業の活性化に資する税制措置を！

● 本格的な事業承継税制を確立し、
　　　　地域経済と雇用の担い手の中小企業を守れ！

令和８年度税制改正スローガン

左から
小田川副会長、大塚会長、岩崎副会長

式典の様子

平議員へ令和８年度税制改正に
関する提言を提出いたしました。
平議員へ令和８年度税制改正に
関する提言を提出いたしました。
　法人会では、｢税のオピニオンリーダー｣として、毎年税制改正に
関し、政府・政党・関係省庁等に対して建設的な意見を提言しその実
現を訴えており、｢令和８年度税制改正に関する提言｣を取りまとめ、
地元選出の国会議員である平 将明氏へ提出いたしました。

大田区内三法人会合同による大田区との懇談会開催
２月10日（水）大田区内三法人会（蒲田・大森・雪谷）合同による
大田区・鈴木区長はじめ大田区幹部職員との懇談会が開催されました。

● 令和８年度税制改正要望に関する提言の鈴木区長への提出
● 税に関する社会貢献活動の報告（青年部会を中心とした小学生へ
の租税教育・女性部会による税に関する絵はがきコンクール）

● 総務部千葉危機管理室長より大田区の危機管理対策について
● 青木産業経済部長より｢大田区の産業政策について」
● その他意見交換

鈴木区長へ
「令和８年度税制改正要望に関する提言」

を提出する三法人会会長

左より蒲田・大塚会長　鈴木大田区長　
　　　雪谷・醍醐会長　
　　　大森・菅原副会長

平代議士・岩崎副会長
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稅/務/ニ/ュ/ー/ス

開催予定行事のご案内
新入会員交流会

異業種交流、
自社ＰＲの場として
是非ご参加下さい！

16：00～18：30

大田区民ホール・アプリコ 展示室

会員親睦ボウリング大会

例年人気のボウリング大会、
お早めにお申し込み下さい！

和ビストロ「いちょう坂」で懇親会！
25チーム（100名様）
※4名1組（３名以下でも可）

参加費

▲

お一人様　４,000円
（ゲーム代・貸靴料・懇親会費含）

令和8年３月２日（月）
令和8年３月５日（金）　　
受付

▲

17：45　
スタート

▲

18：15　　

受付

▲

15：30 品川プリンス・ボウリングセンター

詳しくは同封のチラシをご覧ください
詳しくは同封のチラシを
ご覧ください

会費

▲

１,000円　
※新入会員の方は無料です
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　マイブーム と言えるほど頻繁ではないですが、数年
前、大塚会長に誘っていただいてから、散歩も兼ねて日
の出を拝みに行ってます。
　初日の出に限っては、昨年は羽田の多摩川スカイブ
リッジの上から、川からの風がとても寒かった記憶があ
ります。今年初めは、若洲海浜公園から、大型犬連れの
グループが散見されました。
　具体的なご利益はそんなに気にしてないのですが、
清々しい気持ちになりますし、「早起きは三文の徳」、そ
れに、散歩は有酸素運動で健康的。冬の朝は寒いですが、
空気が乾燥しているからか？景色がより鮮明です。来
る正月は、何処に行こうかな？と考えてます。混雑を避
ける為、早めに出発して、大塚会長のキャンピングカー
で仮眠もありですね。あの全長だと、私は運転自信ない
ですが。( ´∀｀ )
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稅/務/ニ/ュ/ー/ス

開催予定行事のご案内
新入会員交流会

異業種交流、
自社ＰＲの場として
是非ご参加下さい！

16：00～18：30

大田区民ホール・アプリコ 展示室

会員親睦ボウリング大会

例年人気のボウリング大会、
お早めにお申し込み下さい！

和ビストロ「いちょう坂」で懇親会！
25チーム（100名様）
※4名1組（３名以下でも可）

参加費

▲

お一人様　４,000円
（ゲーム代・貸靴料・懇親会費含）

令和8年３月２日（月）
令和8年３月５日（金）　　
受付

▲

17：45　
スタート

▲

18：15　　

受付

▲

15：30 品川プリンス・ボウリングセンター

詳しくは同封のチラシをご覧ください
詳しくは同封のチラシを
ご覧ください

会費

▲

１,000円　
※新入会員の方は無料です
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　マイブーム と言えるほど頻繁ではないですが、数年
前、大塚会長に誘っていただいてから、散歩も兼ねて日
の出を拝みに行ってます。
　初日の出に限っては、昨年は羽田の多摩川スカイブ
リッジの上から、川からの風がとても寒かった記憶があ
ります。今年初めは、若洲海浜公園から、大型犬連れの
グループが散見されました。
　具体的なご利益はそんなに気にしてないのですが、
清々しい気持ちになりますし、「早起きは三文の徳」、そ
れに、散歩は有酸素運動で健康的。冬の朝は寒いですが、
空気が乾燥しているからか？景色がより鮮明です。来
る正月は、何処に行こうかな？と考えてます。混雑を避
ける為、早めに出発して、大塚会長のキャンピングカー
で仮眠もありですね。あの全長だと、私は運転自信ない
ですが。( ´∀｀ )
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法 人 か ま た

訃  報

新年に想う、日本の行く末

K.M

日本の人口減少が続いている。
16年連続で減少し、昨年は90万人も減
ったそうだ。
戦前は産めよ増やせよで、子供が５人以
上いる家庭が珍しくなかった。少子高齢化
が進み、死亡数が出生数を上回る自然減が
生じている。
また女性の社会進出が進み、結婚より仕
事ということで、結婚年齢が高くなってい
るのも一因ではないかと思われる。
子供の成長に国や地方公共団体による手
厚い支援や補助が有りながら、家庭での子
供の数が平均で２人を割り込んでいる。

これからも人口減少が続いて行くとなる
と、将来いろいろな問題が生じてくるが、
特に若者にとって将来年金が受け取れるか
が切実な問題になっている。
また、国の借金問題や労働人口の減少に
よって人手不足が生じ、３Kの仕事や、介
護従事者の成り手は無くなり、外国人労働
者を受け入れざるを得なくなってしまう。
高齢者は良いとこ取りで去って行くが、
若い世代に付けを残すことになり、今から
これらの対策を講じなければ、将来どうな
るのか、老婆心ながら心配になる。

誤　糀中　➡　正　萩中

前回の11･12月号P7 支部活動報告にて誤った表示がございました。
関係者の皆様にはご迷惑をお掛けいたしましたこと、謹んでお詫び申し上げます。
併せて、下記の通り訂正申し上げます。

国
の
借
金

清水　精二　様

享年  76歳

謹んで哀悼の意を表しますとともに、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

当会、常任理事 東六郷支部長 清水精二様が、令和７年10月21日ご逝去されました。

平成27 ～ 28年 　    理　　事
平成29 ～ 令和7年　 常任理事

お詫びと訂正
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前回の11･12月号P7 支部活動報告にて誤った表示がございました。
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入　選

第15回税に関する絵はがき
コンクール入賞作品

第15回税に関する絵はがき
コンクール入賞作品

今回は、蒲田税務署管内の小学校より201点の応募がありました。
応募して下さった小学生6年生の皆様、ありがとうございました。

大田都税事務所長賞

多摩川小学校
菊地杏音さん

多摩川小学校
鵜澤葉月さん

糀谷小学校
長澤葵士さん

北糀谷小学校
清水奏菜さん

矢口小学校
髙橋和寛さん

高畑小学校  塚本花実さん

女性部会長賞

蒲田法人会長賞

多摩川小学校  新井理央さん

多摩川小学校  中村りこさん

蒲田税務署長賞

大田区教育長賞

糀谷小学校  荒巻千幸さん

多摩川小学校  吉本 司さん

糀谷小学校  荒巻千幸さん

公益事業委員長賞

大田区長賞

糀谷小学校  向井田海羽さん

多摩川小学校  小泉小夏さん

糀谷小学校  向井田海羽さん
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